
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「貧困解決に企業は協力を」 
社会的責任考えるシンポ 

 

国連と企業が協力してグローバル経済の持続的発展をめざす国連グローバル・コンパクト 

（ＧＣ）の創設１０周年を機に、企業の社会的責任を考えるシンポジウム「日本企業と国連 

グローバル・コンパクト」（ＧＣジャパン・ネットワーク主催、朝日新聞社など後援）が９日、

東京都江東区であり、約３００人が参加した。 

特別講演で、前国連日本政府常駐代表の高須幸雄さんが「貧困や紛争は国際社会の安定を損な

い、企業活動の基盤である平和や安定にも悪影響を及ぼす」と述べ、特に貧困の解決に日本企業

が取り組むよう促した。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１０年１１月９日に開催した国連グローバル・コンパクト１０周年記念シンポジウム 

日本企業と国連グローバル・コンパクト－ＣＳＲの新たなプラットフォームへ－が朝日新聞 

２０１０年１１月１０日（水）朝刊に「貧困解決に企業は協力を」として紹介されました。 

この記事は、ＧＣ－ＪＮが朝日新聞社の許諾を得て転載しています。

朝日新聞 ２０１０年１１月１０日（水）朝刊 


